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ネギ小菌核腐敗病の発生要因
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ネギ小菌核腐敗病は、1998年に著者らが報告した新し

い病害で、病原菌はBot可tjssquamosaWalkerである

(TAKEucHIら、1998)。本病は1993年晩秋から1994年初

春（以下1993年とする。他の年も同様とする。）にかけ

て、北海道（角野ら、1999）から九州まで全国的に大発

生し、大きな問題となった。千葉県でも松戸市、柏市、

船橋市、千葉市、茂原市、成東町など、ネギ産地のほぼ

全域にわたって発生が確認された。特に、秋冬ネギでの

発生が多く，調査対象圃場1,222haのうち62％で発生が

認められた。発病株率は10～30％の圃場が多かったが、

収種皆無に近い圃場も認められた。しかし、その後の発

生は、時に散見される程度で、現在まで少発生状態を保っ

ている。このように、本病は発生の年次変動が非常に大

きいことから、他の多くの病害以上に気象要因との関係

が深いと考えられた。そこで､本病の発生に関わるいく

つかの要因を解明するとともに、1993年における多発生

と気象要因との関係を究明したので報告する。

Ⅱ材料及び方法

１．病原菌の生育温度及び菌核形成

ネギからの分離菌、Ｂ，ｓ９ｕａｍｏｓａ３菌株（No.9402‐

１，No.9208、No.9110-1：それぞれ1994年、1992年、

1991年に千葉県内の擢病株から分離）をしょ糖加用ジャ

ガイモ煎汁寒天（PSA）平板培地において４日間20℃で

培養した。得られた菌そうの先端部付近を直径６mmのコ

ルクボーラーで打ち抜いて、新たにPSA平板培地の中央

に置床した。１区３反復とし、５，１０，１５，２０，２５，３０，

３５℃の各温度に設定した恒温器内で培養した。置床３日

後に菌そう直径を測定した。また、４３日後に菌核の形成

状況を調査した。
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２．ネギ小菌核腐敗病の発生と温度との関係

Ｂ,ｓ９ｚ４ａｍｏｓａ（No.9402-1）をPSA平板培地に置床し、

１５℃恒温器内のBLB照明下で２週間培養して接種用の分

生子を形成させた。ネギ苗は「長悦」を用い、1994年１０

月26日に培土（くみあい園芸用育苗培土：呉羽化学製）

を詰めた直径10.5cmポリポット当たり３～５粒播種し、

無加温のガラス温室内で育苗した。1995年２月１日に、

Tween20を0.02％加用した滅菌水に、用意した分生子を

105個/mlとなるように懸濁した。これをガスクロマトグ

ラフ用噴霧器でネギ苗全体に十分量噴霧して接種した。

接種後直ちに株元を土で被覆した。ｌ区につき12ポット

を明期（12時間照明）２５℃、暗期20℃区（以下25-20区

とする)、20-15区、15-10区に設定した人工気象室に

入れ、栽培した。２月10日および２月22日に１区６ポッ

トずつ取り出し、苗を掘り取って発病の有無を調査した。

３．ネギ小菌核腐敗病の発生と潅水との関係

1998年６月10日にネギ苗「長悦」を播種し、１０月20日

に培土を詰めたl/2000aのワグネルポットにネギ苗をｌ

ポット当たり５株定植してガラス屋根付き網室に置いた。

1999年１月１１日に、Ｂｓ９ｕａｍｏｓａ（No.9814-9：

1998年に千葉県内の催病株から分離）の分生子を前記同

様に接種し、接種後直ちにネギの株元に土を被覆した。

１区５反復とし、連日潅水区は毎日十分量潅水し、数日

おき潅水区は数日おきに潅水した。無潅水区は原則とし

て潅水をせずに、過乾燥時のみ底面から３２程度の水を

吸水させた。４月12日に全株を掘り取って発病の有無を

調査した。また、４月14日に深さ５～１０cmの土壌を採集

し、含水率を測定した。

４．菌核上の分生子形成

高圧滅菌処理したネギ葉に、Ｂ､ｓ９ｕａｍｏｓａ（No.9402‐

1）の菌そう片を接種し、約２ヶ月間10℃で培養して菌

核を形成させ、これを取り出して室内で風乾した。菌核

は春および秋の試験前に一括して形成させ、室内で保存

した。菌核の設置時期を1995年４月13日、４月26日、６

月15日、９月９日、１０月11日及び１１月１０日とした。それ

ぞれの時期に、培土を入れて野外に埋けた６号素焼き鉢

２鉢の地表に、鉢当たり５～50個の菌核を置いた。菌核

上の分生子形成状況を経時的に肉眼で調査した。分生子
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形成程度を以下のように算出した。

Ｚ程度別指数×程度別菌核数
分生子形成程度＝×100

２×調査菌核数

程度別指数一（0）：分生子形成は認められない。

±（0.5）：分生子をわずかに形成している。

＋（１）：菌核の一部に多数の分生子を形

成している。

＋＋（２）：菌核の全面に多数の分生子を形

成している。

５．気象観測データ

菌核上の分生子形成と降雨との関係を明らかにするた

めに、千葉県農業試験場（現千葉県農業総合研究センター）

の気象観測データを用いた。

1986～2001年のネギ小菌核腐敗病の発生と気象要因と

の関係を明らかにするために、千葉市のアメダスデータ

(ＡＤＶＡＮＣＥVer､3.2）を用いた。

第１表ネギ小菌核腐敗病の発生と温度との関係
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発病株率温度

(明期一暗期）

連日潅水

数日おき潅水

無潅水．

3０

接種９日後 21日後

54.2％

29.2

12.5

25-20

20-15

15-10

０ ％

16.1

12.0

０％

20.0

38.5

33.9％

25.7

18.7

注）1995年２月１日に105個／ml胞子懸濁液を苗に噴霧

接種後、株元を土で被覆した。

第２表ネギ小菌核腐敗病の発生と潅水との関係

注）・過乾燥時に底面給水

試験終了時
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第１図菌そうの生育温度
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１．病原菌の生育温度と菌核形成

病原菌の生育温度を調査した結果を第１図に示した。

いずれの菌株も10～30℃の範囲で生育し、生育適温は２０

～25℃であった。菌核の形成は10～25℃で多数認められ

たが、３０℃では認められなかった。その大きさは直径

0.5～３mmで、１０℃で培養した区は他の区に比べ、やや

大きかった。

２．ネギ小菌核腐敗病の発生と温度との関係

ネギ小菌核腐敗病の発生と温度に関する試験の結果を

第１表に示した。接種９日目に20-15区及び15-10区で

発病が認められ、２１日後にはその発病株率は増加したが、

25-20区では全く発病しなかった。

３．ネギ小菌核腐敗病の発生と潅水との関係

ネギ小菌核腐敗病の発生と潅水頻度に関する試験の結

果を第２表に示した。発病株は連日潅水区で最も多く、

数日おき潅水区はこれに次ぎ、無潅水区での発病は最も

少なかった。試験終了時の含水率は、連日潅水区33.9％、

数日おき潅水区25.7％、無潅水区18.7％であった。

４．菌核上の分生子形成

菌核上の分生子形成時期および形成期間を調査した結

果を第２～３図に示した。

４月13日に設置した菌核は、４月24日頃から５月30日

頃まで分生子の形成を繰り返したが、その後の形成は認

められなかった。４月26日に設置した菌核は、５月９日

頃から６月１５日頃まで分生子を形成した。６月１５日に設

置した菌核では、６月26日に分生子形成が確認されたが、

その後の形成は認められなかった。

９月９日に設置した菌核は、９月18日頃から10月13日

頃まで分生子の形成を繰り返した。１０月11日に設置した

菌核は、１０月20日頃から12月18日頃まで分生子の形成を

繰り返した。その後、晴天の日が続き、分生子形成は認

められなくなったが、１月24日～５月１０日に一部の菌核

で再び分生子の形成が確認された。１１月10日に設置した

菌核は、１１月24日にわずかに分生子を形成した後、しば

らく分生子を形成しなかった。しかし、１月24日頃に再

び分生子を形成し、３月18日頃から分生子形成が旺盛に

なった。分生子の形成は５月24日頃まで認められた。

分生子形成量と降雨との関係を明らかにするために、

９月９日に菌核を設置した区の分生子形成量と降雨との

関係を調査した。分生子は降雨の間は見られないが、主

に降雨のｌ～２日後に灰白色の分生子を多量に形成した。
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これらの分生子は、乾燥条件が続くと褐色に変色し、や

がて消失したが、降雨があると再び新たに分生子が形成

された（第４図)。

５．ネギ小菌核腐敗病の発生と気象要因

本病は1986～1988年に多発し、その後は少発生で、特

に1990年は極めて少なかった。1992年、1993年に再び多

発し、特に1993年は激しい発生であったが、その後は

2001年まで連続して極めて少なかった。この原因を明ら

かにするために、1986～2002年の気象データと本病の発

生との関係を調査した。

千葉市における1986～2001年各７～10月の月別平均気

温の平年差とネギ小菌核腐敗病の発生との関係を第５図

に示した。７～10月の月平均気温の準平年値は、それぞ

れ24.7℃、26.6℃、23.1℃、17.8℃であるが、1986、
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第２図野外における菌核の設置時期と分生子の形成（1995年）
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第３図野外における菌核の設置時期と分生子の形成
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第４図野外における生分子の形成と降雨との関係
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第５図千葉市における1986年～2001年各７～10月の月別平均気温の､Iz年差とネギ小菌核腐敗病の発生

（年次の上の＋、－は各年におけるネギ小菌核腐敗病の発生の多、少を示す）

く、９月にやや少なかったが、７月～２月まで比較的短

期間の周期で降雨があり、長期に晴天が続くことはなかっ

た。
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ネギ小菌核腐敗病は、主に葉鞘に発生して腐敗を起こ

すが、時に葉身に白色小斑点を形成する。病原菌は病斑

上に多数の菌核を生じ、菌核や病斑上に多数の分生子を

生じる。病原菌の第一次伝染源としては雁病残さ上に形

成された菌核が雌も璽要であると考えられる。

植物体への感染は繭核上などで形成された分生子によ

る場合と菌核から生じる菌糸による場合があるが

(TAKEucHlら、1998)、発ﾉﾋに年次変動が大きいことか

ら、分生子による感染が砺要であると考えられる。そこ

で、ネギ苗に分堆子を接種し、温度の異なる人工気象室

で栽培したところ、20-15区および１５－１０区では発病し

たが、25-20区では発病しなかった。このことから本病

の発生には20℃以下の温度が適していることが明らかと

なった。圃場においても、発病はlUj以降の低温期であっ

た。本菌はタマネギ小菌核性腐敗病の病原菌でもあり、

海外ではbotryLisleafblightの名称で呼ばれ、被害が

大きいことが報告されている（SHERFandMAcNAB，

1986)。ALDERMANandLAcY（1983）は、分生子接

種による病斑形成は20°Ｃが雌も多く、２５℃では著しく減

少したとしている。一方、病原菌の生育適温は20～25℃

であった。培地上での菌核の形成は１０～25℃で認められ、

10°Ｃで大きい傾向が認められた。また、分生子の発芽は

15.Cが妓適であるという知見もある（SHoEMAKERand

LoRBEER,1977)。これらのことから、病原菌の温度反

応は形態によって異なることがわかる。また、ネギの感

Ⅳ考 察

3２

７〃８月９月１０月１１月１２月１月２月

観測時期

第６図千葉市における1993年７月

～1994年２月の半旬別積算降水量

０

1988,1993,1996年はこれに比べて低く、1990,1994,

1995,1998～2001年は高かった。特に、1988年７月の月

平均気温は21.7℃、1993年７，８月は22.0.C、24.6℃と

平年に比べて２℃以上低く、逆に1990年８月、1994年７，

８ﾉ.l、1995年８月、1999年８月、2001年７月の月平均気

温は27.5℃を越えた。これらの結果から、７～10月の低

温は本病の発生を助長し、高温は阻害する傾向が認めら

れた。

一方、１１～２月の月平均気温は1990年、1992年、１９９６

年が高く、1986年、2000年はやや低かつた。また、７～

10月の合計月砿算降水1,tは1991年、1993年、1996年が多

く、1997年は少なかったｏｌｌ～２月の合計月積算降水量

は1990年、1993年がやや多く、1995年、1997年はやや少

なかった。これらの結果と本病の発生には明らかな関係

は認められなかった。

６．１９９３年の多発要因

千葉市における1993年７月～1994年２月の半旬別積算

降水M〔を第６図に示した。降水並は７～８月、１１月に多

唾ｉｎ
甲,１
６０

’日日■』凸凹1，
Ｉ

~』ｰ

瞬

■左から７月（月平均気温の準平年値は、
24.7℃)、８月（同、26.6℃)、９月
（lIil、23.1℃)、１０月（同、17.8℃）
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受性も温度条件で異なると思われる。実際の感染・発病

はこれらの組み合わせによって起こるものであり、その

結果が、本病の発生は20℃以下が適しているということ

なのであろう。

菌核上の分生子形成時期を検討したところ、７～８月

の高温期を除いて、いつでも分生子形成が可能であった。

菌核の寿命は１ケ月～数ケ月間におよび、主に降雨の後

に分生子形成を繰り返した。このことは、菌核が存在す

れば分生子形成の機会は頻繁にあると言え、ネギへの感

染の機会も多いと考えられた。しかし、現実には多発年

と少発年が明瞭であった。これは、菌核自体が容易に夏

を越しにくいか、分生子があっても容易に感染しないた

めと考えられる。

本病の多発年は７～10月の気温が低く、逆に、この時

期の気温が高かった年の発病は少なかった。このことは

病原菌の越夏が容易でないことを示していると考えられ

る。激発した1993年の翌年である1994年は記録的な猛暑

であり、発病は激減した。また、1996年は７～10月の気

温が低い傾向にあったにもかかわらず多発しなかったが、

これは、1994に引き続き1995年も７，８月の気温が高く、

この２年間の発生が極めて少なかったことが影響してい

ると考えられる。また、冷涼な北海道では1993年に引き

続き1994～1996年も多発していることも（伊与田竜、

1999)、夏期の気温の違いによるのではないか。

一方、もう一つの仮説である、分生子の感染が特別な

条件でしか起こらないとすると、数々の試験で行った分

生子の噴霧接種で、本病が容易に感染・発病したことと

矛盾する。

しかしながら、菌核は病原菌が生存に不利な条件に耐

えるための耐久体であり、耐熱性が劣るとは考えにくい。

今後、野外における菌核等の越夏がどのように行われて

いるのかを明らかにする必要がある。

本菌は分生子形成が盛んで、降雨の後などに菌核上に

多量の分生子が形成された。また、多湿時には植物体上

や地表にも分生子が観察された。分生子を接種したのち、

潅水頻度を変えて発病との関係を調査したところ、連日

潅水区で多発し、無潅水で底面給水をした区での発生は

少なかった。タマネギでは葉への感染には葉が６時間以

上濡れていることが必要で、その期間が長いほど多発す

るとされている（SHoEMAKERandLoRBEER,1977)。

これらのことは、降雨や多湿条件が本病の発生を助長す

ることを示唆している。タマネギではこれらの要因を発

生予察に利用している（VINcELLIandLoBEER,1988)。

しかし、本試験では感染が予測される秋から冬の降水量

とその年の本病の発生の多少には明瞭な関係は認められ

なかった。
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1993年は、秋から冬の降水量は他の年に比べて特別多

くはなかったが、２月まで比較的短期間の周期で降雨が

あった。1993年の千葉県気象年報（銚子地方気象台）に

よると、「秋は秋雨前線が活発となり、曇りや雨の日が

多く低温が続いた｡」とある。感染・発病は降雨の絶対

量より曇雨天によるネギ表面の濡れ時間の継続のような

降雨の質が影響しているとも考えられ、この点について

は、さらに詳細に検討する必要がある。1993年は、７、

８月の低温で生き残った病原菌が秋のこのような条件に

よって蔓延し、記録的な被害をもたらしたものと考えら

れた。

Ｖ摘 要

ネギ小菌核腐敗病の発生要因を解明した。

１．本病の発病は、２０℃以下の低温が適している。

2．潅水頻度が高いと発病しやすい。

3．菌核からの分生子形成は、春は４月下旬から６月下

旬まで、秋は９月中旬から冬を越して翌春まで行われ

る。

4．菌核は、環境に応じて１ケ月～数ヶ月間、分生子形

成を繰り返す。

5．分生子は、主に降雨のｌ～２日後に多数形成される。

６．７～10月の低温は本病の発生を助長する。

7.1993年の記録的な多発生は、冷夏に引き続き秋も涼

しく、秋から冬にかけて短期間の周期で降雨があった

ことによると思われた。

Ⅵ引用文献

ALDERMAN,Ｓ,Ｃ・ａｎｄＭ．Ｌ・ＬＡｃＹ（1983)．Influence

ofdewperiodandtemperatureoninfectionof

onionleavesbydryconidiaofBortytjss9uamosa、

Phytopathology73，1020-1023．

伊与田竜・田中誠・岩谷祥造・角野晶大・花田勉

（1999)．北海道伊達市におけるネギ小菌核腐敗病の

発生実態．北日本病虫研報．50.82-84．

SHERF，Ａ、Ｆ，ａｎｄＡ・MAcNAB（1986）．vegetable

diseasesandtheircontroL2nded、437-439．John

Wiley＆Sons，Inc・NewYork，

SHoEMAKER，Ｐ．Ｂ・ａｎｄＪ．Ｗ・LoRBEER（1977）．Ｔｈｅ

ｒｏｌｅｏｆｄｅｗａｎｄｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅｉｎｔｈeepidemiology

ofBotrytisleafblightofonion・Phytopathology

67.1267-1272．

角野晶大・田中民夫・伊与田竜・田中誠・岩谷祥造

（1999)．北海道に発生したネギ小菌核腐敗病につい



千葉県農業総合研究センター研究報告第２号（2003）

て．北日本病虫研報．50.78-81．

ＴＡＫＥｕｃＨＩ，Ｔ､，Ｎ、ＭＩＮＥＧＩｓＨ１，Ｋ.ＳＡＫＡＩ,Ｔ､ＳＨＩＲＡＩｓＨＩ

ａｎｄＳ､UMEMoTo（1998)．Smallsclerotialrotof

welshonion（ＡＩ地、./1is“osum）causedby

Bot7Wytjss9"αmosaWalker．Ａ､n．Phytopathol．

ＳＯＣ・Jpn，64.129-132．

YINcELLI,Ｐ.Ｃ,ａｎｄＷ.Ｌ・LoRBEER（1988)．Forcasti

ngsporeepisodesofBot"ｔｊｓｓ９Ｅａｍｏｓａｉｎ

ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌｏｎｉｏｎｆｉｅｌｄｓｉｎＮｅｗＹｏｒｋ．

Phytopathology、78.966-970.

FactorsinOccurrenceofSmallSclerotialRotofWelshOnion

(AZ伽、虎s畑Zosz"7z）CausedbyBo的施ｓ“αmosaWalker

TaekoTAKEucHI,andSeisakuUMEMoTo＊

Keywords：Ａ"虹、/iis”josz"7z,sclerotialrot,Ｂｏ的tjss9uamosa,epidemiology,diseasefactor

Summary

Factorsleadingtosmallsclerotialrotofthewelshonion（Ａ"jumβs皿osz"7z）causedby

Botノツtjss9皿刀zosaWalkerweredetermined・Ａｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅｏｆ２０℃orlesspromotesthe

disease,asdoeshigh-frequencyirrigation・Ascrerotiumrepeatedlyformedconideaforone

toseveralmonthsfromSeptemberandtothenextJune，Screrotiaformedalargenumber

ofconidiａｐｒｉｍａｒｉｌｙｏｎｅｏｒｔｗｏｄａｙｓａｆｔｅｒｉｔｒainedThelowtemperatureinJulyto

Octoberpromotedthedisease・Thesignificantdamagefromthediseaseinl993seemed

relatedtothecoｌｄｓｕｍｍｅｒ，coolautumn，andrainfallwithashortcyclefromautumnto

winter．
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